
 

曳 航 訓 練 実 施 要 綱 
目  的  荒天時の安全航行のための曳航訓練 
状況設定  荒天のためデスマストのトラブルが生じ、機走中にペラにシートが絡み 操船不能 
訓 練 海 域 

夢の島ヨットハーバー内 
使用海面 A 東西の風の場合 

B  南北の風の場合 

 
タイムスケジュール 
１０：００ 開会式（訓練参加艇は訓練海域にて待機） 
   ：１０ 海上訓練開始  １班 バッカス(34f)(曳航船)－シエスタⅡ(30f)(被曳航船) 

２班 保安部巡視艇  ―スパークリングクラウド(33f) 
３班 Marilyn(34f)    ―アスト(32f) 

１１：４５ 訓練講評 
１２：００ 訓練終了 

 
保安部巡視艇は緊急事態発生の場合、参加しません｡但し、TYC準備の予備艇に保安
部担当官に乗船していただき指導していただけます｡ 

 
曳航訓練チェック項目 
１ 曳航用クリート 
２ ラインの投げ方 
３ 曳航ラインの扱い方 
４ 手信号 
５ 危ないところにはいないこと 
６ 曳航ラインは正しくつなぐ 
７ 曳航速度 
８ 曳航時に注意すべきこと 


